











































































響力のある運動としてグンサンノルブ王（1871-1930 年、以下、貢王と呼ぶ）（注 2）による第 1 次「満
蒙独立運動」とバブジャブによる第 2 次「満蒙独立運動」があげられる（注 3）。
　モンゴル地域乃至中国全体を驚かせた外（漠北）モンゴルが独立を宣言した事件は、漠南モンゴ
ルへも影響が波及した。1912 年 6 月、内モンゴル地区ジョスト（中国語漢字表記は卓索図）盟（注 4）
ハラチン右翼旗のジャサク（旗長）親王であったグンサンノルブは、樹立されたばかりの中華民国
に対する「満蒙独立運動」を起こしたが、それは失敗に終わっている［呉・邢 1979 : 101-117］。
　1902 年より、彼は自分の管轄領地であるハラチン右翼旗内の王府に小学校（宗正学堂）、軍事
学校（武備学堂）、女子学校（毓正女学堂）などを相次ぎ設立し、モンゴル地域、中国内地、および
日本から教官を招聘して近代教育にあたらせた［呉・邢 1979 : 101-117 ; 　Sechinbatu 2009 : 87-
102］。日本から招聘された教官としては陸軍歩兵大尉伊藤柳太郎、元軍人の吉原四郎、上海務本
女学堂で教習を務めていた河原操子およびその後任鳥居龍蔵 ･ きみ子夫妻（注 5）の計五名であっ
た［河原 1969 : 32-35 ; 251］。さらに貢王は中国語、ロシア語、日本語および各種技術に堪能な人
材や軍人を育成するために、上述の学校から優秀な学生を選び、中国国内の北京、天津、保定お
よび日本に送ったのである［呉・邢 1979 : 101-117］。例えば、モンゴル近代文化史において、モ













察隊長となった［正珠爾扎布 1984 : 184-188 ; 葛生 1935 : 625-626］。1912 年冬、バブジャブは家族と
2000 人ほどの軍隊を率いて外モンゴルに入った ［正珠爾扎布 1984 : 184-188 ; 彭 1984 : 189-197］。
そして、外モンゴルのボグド ･ ハーン政権は、帰服した彼に「鎮国公爵」の官位を授与し、東南辺




















求に応じず、山東支配の確立と従来の権益の拡大を目論んだ。1915 年 1 月 18 日、日本政府は中
華民国の袁世凱政権に 5 号 21 カ条（中国語 : 二十一条）の要求を提出した。当時の袁世凱は中華
帝国皇帝への即位を願う中で、矛盾した政治的選択の中に置かれていたと考えられる。1915 年
末に彼は帝政復活を宣言したが、それは中国国内の反発を呼んだだけでなく、日本政府にも反対




















を指導する将軍ではなかった、という［笹目 1976 : 556-559］。
　日本政府の対内モンゴル政策と民間の冒険的浪人集団の行動の不一致により、外来勢力および、
特に日本の援助を求めながら独立を図った内モンゴル王公たちのいずれの運動も失敗に終わって
いる［Valliant 1972 : 1-32 ; 1977 : 56-92］。そして、袁世凱の病死後十年以上にわたり中国の各地域
では軍閥が台頭し、北洋政府（民国政府や北京政府とも呼ばれる）による全国的支配に向けた権力








































































































制度化に触れている［沈 1996 : 286］。さらに、沈は医療衛生事業の視点から満洲国社会事業の展
開と役割を論じ、満洲国の医療衛生事業は日本国内の戦時下社会事業の一部として展開され、そ







































療衛生理念に関する先行研究の一つとして尾崎の研究［1996 : 199-219］、さらに 1997 年に開かれ


















カラサルナリ」［後藤 1889 : 18］
　まず、「衛生法」は「生理的動機」を出発点としている。「生理的動機」とは「生体に賦与セラレタ
ル天性ヲ発スヘキ力」［後藤 1889 : 17］の事であり、「生理的円満」とは「心体ノ健全発達ニ満足ナル





































































































　参謀本部は 1915 年 8 月中旬より 1916 年 3 月中旬にかけて内モンゴル東部へ調査隊員を派遣し
た。東部モンゴル調査の終了後、調査隊は調査内容をまとめ、1916 年 7 月に報告書として刊行
したのである。その報告書によると、近代日本は東部モンゴル地域を経営するために調査隊を派
遣し、地理資源、社会事情、医事衛生、経済状況、気候、地質、農業、牧畜業、林業などを調べ












































































総務部事務局の下で庶務課とならぶ調査課となった［小林 2006 : 40-53］。
　その調査部は上述のように、後藤新平の「文装的武備」という満洲経営構想をもとに設立されて
おり、「文事的施設を持って他の侵略を備え、一旦緩急あれば武断的行動を助くるの便を併せて
講じ置く事」の理念を具現化したものである。その調査活動は鉄道経営 ･ 産業開発 ･ 附属地行政
と並ぶ「四大業務」の一つとして位置づけられた。創立初期に発足した満鉄の調査機関としては、





容だった［天海 1958 : 50-123］。次に満鉄調査部が内モンゴル東部で実施した医療衛生の調査内容
を考察する。
5.2.満鉄のモンゴル調査における医事衛生












間隔を有して稍平行的の形を示して居る」［佐田 1926 : 序］。このように満鉄モンゴル調査団は
1925 年 5 月 15 日に大連を出発し、洮南府まで列車で移動した後、徒歩で調査をおこない、同年
10 月 2 日に現在の中国最大の陸運交易都市である満洲里に到着した。岡西為人（注 18）の回想に
よると、この第 1 班の調査は順調ではなかった。彼らの調査隊は索倫の奥で馬賊の襲撃を受け、
全員が荷物を置いて逃げて洮南に戻り、そこから再び装備を整えて再出発した［武田 1974（21 : 
3）］。いずれにせよ、興安嶺を跨った洮南から満洲里までの 715km の距離を調査団員らはおよそ
五ヶ月間で踏破し、『洮南満洲里間蒙古調査報告書』［佐田 1926］を作成したのである。






南満洲里間蒙古調査報告書』［佐田 1926］（第 1 班）第六編「旅行日誌 ･ 衛生状況」を基に「洮南満洲
里間蒙古調査班」（第 1 班）施療患者数の統計をとると、「内科 65 人、外科 37 人、眼科 18 人、消
化咽喉呼吸系 60 人、各種結核 34 人、トラホーム 53 人、皮膚科 27 人、花柳病 34 人、マラリア
59 人、合計 387 人」であった。調査団はまたモンゴルの医師の分布状態とその医術、薬草、気候
風土、水質などを調べており、洮南から満洲里までの地域を各方面から把握し、満洲経営の拡大
のために準備を整えていた。







　「第二班」の調査団は「第一班」と同じく 1925 年 5 月 15 日（注 20）に大連を出発し、列車で通遼
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まで移動しそこで集合している。またそこから日本人 13 名、漢人 12 名、モンゴル人 3 名の合計
28 人と、車両 7 台、馬匹 32 頭を揃えて各種準備を整えた上で同月 23 日に通遼を出発している。
調査団は開魯、大板上、林西、経棚、白塔子、西烏珠穆沁（西ウジュムチン）、東西浩済特（東西ホー

















































　既述のように、満洲医科大学の前身は、満鉄が奉天の満鉄附属地に 1911 年に（1911 年 8 月、








る［廣瀬 1940 : 57-67］、といった内容が言及されている。
　1922 年、南満医学堂は満洲医科大学に昇格した。満洲医科大学は満洲における近代医療の教















満鉄衛生課の主催で 1923 年から 1931 年にかけて（1928 年を除く）毎年夏季休暇を利用して 8 回（第
1 回～第 8 回）に渡り合計 9 班の巡廻診療をおこなった。また毎回の巡廻診療の終了後に報告書
を発行していた。しかし、満洲医科大学の年度行事の一つとし重要視されていた巡廻診療が
1928 年に中止されたことについては、1929 年におこなわれた第 6 回巡廻診療の報告書には「昨年、
時局柄ノ故ヲ以テ恒例ノ此挙、特ニ中止セラレシ今夏亦タ復活サレ」た［伊木 1929 : 序］と言及さ
れている。この時局に関して、伊力娜は、「関東軍が真実を隠していたが、実は関東軍による軍
閥張作霖爆殺事件が社会的不安をもたらしたからである」と説明している［伊力娜 2009 : 203-



































と、診療団員に対して強調している［満洲医科大学 1924 : 1］。当時満洲医科大学の教授であり、











1925 年夏におこなわれた巡廻診療に選抜された班員 12 人の内、中国出身者は 6 名であった。第





　満洲医科大学巡廻診療の実態　先述のように、1923 年夏から 1931 年夏にかけて内モンゴル東




















【表 6-1】　満鉄衛生課主催満洲医科大学巡廻診療概略表（1923-31 年）（注 22）
診療回数 診療年次 団　長 班員数 診療対象地域 施療対象 患者数
第 1 回 1923 年 7 月-8 月 久保田晴光 11 名 通遼、林西方面 漢人、モンゴル人、日本人  419 名





第 3 回 1925 年 7 月-8 月 石川精一 12 名 通遼、綏東方面 同上 1711 名
第 4 回 1926 年 7 月 橋本満次 17 名 洮昴方面 同上 2467 名
第 5 回
（第 1 班）
1927 年 7 月 平山　遠 14 名 アルゴルチン方面 漢人、モンゴル人、日本人  817 名
第 5 回
（第 2 班）
1927 年 7 月 久保久雄  5 名 サリコトカ方面 朝鮮人  449 名




第 7 回 1930 年 8 月 北浦保憲 11 名 新民屯、通遼方面 同上 1083 名





























内　科 外　科 皮膚科 ･ 花柳病 眼　科 合　計
第 1 回  147 名   56 名   92 名  137 名   432 名
第 2 回 1648 名  378 名  520 名  673 名  3219 名
第 3 回  696 名  305 名  361 名  349 名  1711 名
第 4 回 1099 名  466 名  453 名  439 名  2457 名
第 5 回（第 1 班）  350 名  203 名  152 名  134 名   839 名
第 5 回（第 2 班）  243 名   31 名  128 名   47 名   449 名
第 6 回  392 名  209 名  158 名  229 名   988 名
第 7 回  436 名  173 名  198 名  276 名  1083 名
第 8 回  378 名  309 名  148 名  222 名  1057 名
合　計 5389 名 2130 名 2210 名 2506 名 12235 名
満洲医科大学蒙古巡廻診療団報告書（1923-31 年）、久保田晴光［1932 : 7-8］を基に筆者が作成
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備フル所アリタリ」して現地に入った［満洲医科大学 1923 : 2-3］。つまり、巡廻診療の目的の一つ
は医学的研究であり、植民地経営者の健康を危機にさらしかねない現地人に蔓延している風土病
を発見し、それに対応する治療方法を探求するための調査であった。このため、巡廻診療班には






























サ リ コ ト カ
里胡嘎地方ニ於ケル特殊皮膚疾患ニ就テ」というタイ








































立場をもっているが［中見 2013］、楊海英はそういった主張に対して疑問を示している［楊 2015 : 254-255］。し
かしながら、これは本論文が考察する主題ではないため、ここで論じないことにする。
 （4） ジョスト盟は内モンゴル東部地域に位置する。




想を伝え、また 1928 年夏にフルンボイルで暴動を起こしている。詳しくは中見［2001 : 121-149］、于［2002 : 
107-115］を参照。
 （7） マンバラサン（manbarasang）は、チベット仏教の用語に由来するモンゴル語であるが、仏教寺院で医学を教え
る部門を指す。チベット語では仏教寺院に属する医学院は sman pa grwa tshang と表記される。
 （8） 1908 年に刊行された『東部蒙古誌』（草稿）は上巻、中巻、下巻の三冊によって構成されているが著者が不明で
ある。著書の出版者欄には「八木角太郎」と書かれているが、国立国会図書館デジタルコレクションにその「書
誌情報」として「タイトル : 東部蒙古誌・上」、「著者 : 辻村編」、「出版者 : 辻村」などと書かれている。詳しく
は国立国会図書館デジタルコレクション［http : //dl.ndl.go.jp/info : ndljp/pid/767103，2018.10.12］を参照。







べきである、と指摘している［徳富 1933 : 923］。
（11） 飯島渉の定義によると、近代日本がアジア各地域へ展開した植民地医学とは日本が植民地統治の中で蓄積し
た医学・衛生学の学知を指している［飯島 2005 : 8-9］。
（12） 満洲国建国後まもなく、関東軍の主催でおこなわれた巡廻診療（1932 年の第 9 回から 1933 年の第 10 回）、お











制シ生活上不足ナキヲ謂フ」［後藤 1889 : 16］と説明している。
（16） 「東部内蒙古」に関して、日本側の資料として以下の文献を参照のこと。関東都督府陸軍部編『東蒙古』［関東
都督府 1915 : 1-2］、関東都督府民政部庶務課編『満蒙経済要覧』［1917 : 898］、および南満洲鉄道株式会社地方
部勧業課編『満蒙の現況』［1921 : 2］などには当時の内モンゴル東部について詳しく論じられている。
（17） 関東都督府陸軍部編『満蒙産業誌』（中篇）［1916 : 1-2］、吉野作造『満蒙』［1916 : 6］、および松本雋『東蒙古の真相』
［1913 : 自序］を参照のこと。以上の文献によるとチャハル盟の東部を内モンゴル東部に区分したのは、おそ





西為人）先生半生記由来」（1-10）『漢方の臨床』［武田 1973（20） : 9-10 ; 1974（21） : 2-6, 8-10］を参照。
（19） トラコーマ（ドイツ語 trachoma）とも呼ばれる。クラミジアの一種の感染によって起こる結膜炎を指す。症状
として結膜の充血、まぶたの裏側の水ぶくれの多発、視力の低下などを呈し、角膜がにごって失明すること
もある。日本では、徴兵検査の結果による青年の罹患率は、1909 年に 23%、1915 年に 18% だったが、1919
年に政府はトラホーム予防法案を第 41 回帝国会議に提出し「トラホーム予防法」を成立させ、予防対策と検
診 ･ 治療を実施した［厚生省医務局 1976 : 240-241］。
（20） 岡西為人の回想によれば、この第二班が通遼を出発したのは 1925 年 4 月といっているが［武田 1974（21 : 3）］、
それは誤りであり、実際の出発日は調査報告書に記録されている 1925 年 5 月 5 日（大連出発） である［佐田 
1927］。
（21） 南満洲鉄道株式会社ノ設置スル南満医学堂ニ関スル件（明治 44 年勅令第 230 号） : 「南満洲鉄道株式会社ノ設
置スル南満医学堂ニ関シテハ専門学校令ニ依ル但シ同令中文部大臣ノ職権ハ関東都督之ヲ行フ。付則　本令
ハ公布ノ日ヨリ之ヲ施行ス」［www.geocities.jp/nakanolib/hensei/law/rm44-230.htm, 2011.11.08］
（22） 第 1 回巡廻診療班の治療人数について、診療報告書には 419 名であり、その内訳は、外科、皮膚科、花柳病、
耳鼻科などは合わせて 134 名としており、内科 136 名、眼科 137 名、小児科 11 名、婦人科 1 名と記している。
『満洲医科大学史』［熊田 1978 : 291］にも第 1 回巡廻診療班の診療患者数を同じく 419 名としているが、久保田
晴光［1932 : 7］が 1932 年にまとめた記録によれば第 1 回巡廻診療班の診療患者数は 432 名に上っている。【表
6-1】は報告書通りに 419 名としたが、病類別が不明であるところがあったため、次の【表 6-2】には各科症例を
あらわすために前掲久保田の記録を参照した。また満鉄地方部衛生課 1928 年度（昭和 3 年度）南満洲鉄道附属





606 番目に試験したことから 606 号とも呼ばれる。現在は使用されていない。
【付記】
　この論文は、2013 年に東京大学に提出した博士学位論文の一部の内容を基にしているが、最終的に、中国中医
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